





























































雨になるだろう 〇 × 〇 推　量
雨になるよう（だ） 〇 〇 × 証拠性様　態
雨になるらしい 〇 〇 × 推　定
雨になるそう（だ） 〇 〇 × 伝　聞
雨になるって 〇 × 〇
伝　聞














































































本だ   さ     よ   ね（え） 
赤い   わ     い   な（あ） 
行く   ぞ
ぜ 
Ａ類    Ｂ類   Ｃ類 
〈図2〉モダリティ形式と終助詞の相互承接関係 
（ノ）  （ダロウ）       （カ）  （ヨ） （ネ）／（ネエ） 
         （ワ）  （イ） （ナ）／（ナア） 
文  命題   （ヨウダ）           （サ）                
（ラシイ）     （ノダ）  （ゾ）  
 （ノダ）（ソウダ）        （ゼ） 
モダリティ 
命題に対する認識的態度           聞き手に対する伝達的態度 
実線   相互承接が可能なことを表す 
点線   一般的ではないが相互承接が全く不可能ではないことを表す 
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雨だ 雨です雨 高い 高いです帰る 帰ります帰れ 帰ろうだろうらしいそう （だ）どうして （だ）
Ａ類
か × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 △ × 〇
さ × × 〇 〇 × 〇 × × × 〇 × × 〇
わ 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 ×
ぞ 〇 △ × 〇 △ 〇 △ × × × 〇 〇 ×
ぜ 〇 △ × 〇 △ 〇 △ × 〇 〇 〇 〇 ×
Ｂ類 よ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
Ｃ類
ね 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 △
ねえ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × △ 〇 〇 〇 ×
な 〇 △ × 〇 △ 〇 △ × 〇 〇 〇 〇 ×























































































































































































































さ わ よ ね
認識的モダリティ
























































































































































































































































































形式 さ よ わ
スレバイイ 52 9２.9％ 64 34.8％ 31 35.2％
シタライイ 3 5.4％ 25 13.6％ 13 14.8％
スルトイイ 1 1.8％ 95 ５1.6％ 44 ５0.0％
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